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市長定例記者会見

令和８年１月２３日（金）
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地域振興券「おこめも買える商品券 やまとたちばな」

中小企業支援事業補助金

地域資源を活用した新商品お披露目会の開催

神島町と県立鳥羽高等学校と兵庫県立姫路商業高等学
校地域創生部との交流
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第１２回アクサユネスコ協会 減災プログラム
減災教育フォーラムに小竹鳥羽市長が登壇
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加茂小中避難所運営訓練

避難所開設運営に関する協定書の締結
～長岡地区ノ町内会・自治会との協定締結～

地域への愛着を基盤とした
学校・地域安全モデル事業 防災リレー講座

令和７年度 第２回「鳥羽が好きふるさと給食」

全国海女サミット2026の開催
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第２回 伊勢志摩にある海洋・水産機関による
研究成果発表会の開催

鳥羽市営定期船の減船によるダイヤ改正

その他
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〇令和８年４月中旬

地域振興券「おこめも買える商品券 やまとたちばな」

〇エネルギー・食料品価格等の物価高騰の影響を受けた生活者や事業者を支援するため、市民全員を対象に市内事業所で利用できる地域振興券「おこ
めも買える商品券 やまとたちばな」を発送します。

〇商品券額面 １５，０００円（１，０００円×１５枚）

１．概 要

〇専用券（鳥羽市に本社所在地がある取扱店で使用可能） ８，０００円（１，０００円×８枚）
〇共通券（鳥羽市にある全ての取扱店で使用可能）  ７，０００円（１，０００円×７枚）

２.発送時期

４．その他

０１

〇令和８年４月２２日（水）～７月３１日（金）

３.使用期間
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〇申請受付中～令和９年３月３１日（水）

中小企業支援事業補助金

〇エネルギー・食料品価格等の物価高騰に対応するため、国や三重県の補助制度を活用して生産性向上や働き方改革等に取り組む中小企業に対して市
独自の支援を行い、地域の持続性と市民の暮らしを支えます。国及び三重県の交付確定額を元に市からの支援額を決定します。

１．概 要

〇市と商工会議所が協力し、販路開拓、経営計画作成、生産性向上等を伴走支援や資金面で後押しし、賃金の引き上げにつなげていきます。

２.実施期間

４．その他

０2

①小規模事業者持続化補助金（国）
補助率2/3の場合・・・交付確定額の1/4   
補助率3/4の場合（赤字事業者）・・・交付確定額の1/6

②エネルギー価格等高騰対応生産性向上・業務転換支援補助金（県）
 補助率1/2・・・交付確定額の1/2

３.場 所
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〇令和８年２月１９日（木）１３：３０～１４：３０

地域資源を活用した新商品お披露目会の開催

〇地域資源活用商品づくり支援事業補助金を活用し、新商品開発を進める事業者が、９月に中小機構所属の鷲見アドバイザーの助言を受けながら試行
錯誤を重ね、このたび完成した新商品を披露する機会を設けます。新商品を開発するための助言を受ける機会および披露の場を設けることで、事業
者の新たな挑戦へのモチベーション向上を図るとともに、新商品開発に着手する事業者が一人でも増えることにつなげます。また、これまで埋もれて
いた商品がヒット商品へと生まれ変わる可能性を秘めた機会でもあります。当日は、下記の商品を披露する見込みです。

１．概 要

〇当日は、以下の商品を披露する見込みです。 ・三代目久兵衛 「超濃厚 塩豆腐」
・ジュビリーティーアンドベイクス 「あらめとスパイスのチーズクッキー」
・株式会社GOWILD 「牡蠣イカダの廃材を再利用した記念木札」

２.日 時

４．新商品開発事業者

０3

〇鳥羽市役所２階 市長室

３.場 所
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〇①防災・減災講座 １月２３日（金）１８：４５～
 ②鳥羽高等学校での交流 １月２４日（土）１３：３０～

神島町と県立鳥羽高等学校と
兵庫県立姫路商業高等学校地域創生部との交流

〇１月２３日（金）、神島町において神島小中学校運営協議会主催の防災・減災講座ワークショップ「神島オリジナル避難所運営ゲーム」が行われ、特別ゲ
ストとして兵庫県立姫路商業高等学校の生徒が参加し、HUG訓練（避難所運営ゲーム）や同校の活動報告、開発した災害用備蓄食品ふわ姫パンの寄
贈などが行われます。２４日（土）には、県立鳥羽高等学校を訪問し、未利用魚「アイゴ」を通じた高校生同士の交流会を実施する予定です。

１．概 要

〇SEEDS Asiaの支援により、同商業高等学校生徒が鳥羽市への訪問が実現する運びとなったことから、ふわ姫パン寄贈及び同運営協議会主催の
 ワークショップ参加による神島町民との交流を実施します。また、同商業高校は未利用魚「アイゴ」を使用した災害用備蓄食品「藍姫チヂミ」も作ってお
り、本市の県立鳥羽高等学校も「アイゴ」を使用した商品開発を行っていること、高校生同士の「アイゴ」を通じた交流の機会を設けました。

２.日 時

４．経 緯

０4

〇①神島開発総合センター   ②県立鳥羽高等学校

３.場 所
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〇令和８年２月７日（土）９：００～１３：３５（市長１２：３０～登壇予定）

第１２回アクサユネスコ協会 減災プログラム
減災教育フォーラムに小竹鳥羽市長が登壇

〇アクサ生命保険株式会社と日本ユネスコ協会連盟は、共同で「アクサユネスコ協会減災教育プログラム」を実施しており、持続可能な社会を創るための
 実践的な防災・減災について多角的に考える減災フォーラムを開催しています。第１２回となる今回のフォーラムに、小竹鳥羽市長が参加し、市の防
災・減災教育の取り組みについての実践報告及び奈良教育大学の及川先生とのトークセッションを行います。

１．概 要

〇「未来の災害に備える地域ぐるみのN助型防災・減災教育の取組（仮）」
・実践報告
・及川幸彦氏（奈良教育大学学長補佐、ESD・SDGsセンター長・アクサユネスコ協会 減災教育プログラムコーディネーター）とのトークセッション

２.日 時

４．その他

０5

〇TKPガーデンシティ浜松町（東京都港区）

３.場 所
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〇令和８年２月９日（月）１３：３０～１５：５０

加茂小中避難所運営訓練

〇11月22日（土）から延期となっていた加茂中学校での避難所運営訓練が２月９日（月）に実施されます。当初計画よりも規模を縮小しての実施となり
 ますが、令和４年度から継続して実施している訓練であり、今年度で閉校となる同中学校での最後の避難所運営訓練となります。

１．概 要

〇13:30 ～ 14:10 避難所運営
14:25 ～ 14:45 加茂中生徒による防災減災学習取組発表
14:50 ～ 15:50 川口淳教授（三重大学大学院工学研究科）による講評講話

２.日 時

４．その他

０6

〇市立加茂中学校

３.場 所
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〇令和8年２月１９日（木）１５：００～

避難所開設運営に関する協定書の締結
～長岡地区の町内会・自治会との協定締結～

〇市では、令和７年５月２０日に「鳥羽市自治会連合会と鳥羽市との災害時における連携基本協定」を締結しました。連携基本協定をより具体的に進める
取り組みとして、長岡地区の各町内会・自治会と「避難所開設運営に関する協定書」を締結します。この協定の締結により、災害時における避難所の開
設運営が円滑に実施されることが期待できます。各町内会・自治会との避難所開設運営に関する協力協定の締結は、本市初の取り組みとなり、引き続
き、このような取り組みを進めていきます。

１．概 要

〇相差町内会、畔蛸自治会、千賀町内会、堅子町内会、国崎町内会の５町内会・自治会（予定を含む）

２.日 時

４．その他

０7

〇鳥羽市役所本庁舎２階 市長室

３.場 所
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〇令和８年２月３日（火）１５：００～１６：４５

地域への愛着を基盤とした
学校・地域安全モデル事業 防災リレー講座

〇市では、特定非営利活動法人SEEDS Asiaと「地域への愛着を基盤とした学校・地域安全モデル事業 防災リレー講座」を開催します。第７回は、「災
害時の子どもの居場所づくりはなぜ必要か」と題した講演会です。本講座は、令和７年３月２６日に特定非営利活動法人SEEDS Asiaと締結した「鳥
羽市の地域と学校の連携による安全の推進に関する協定書」に基づくものであり、全12回開催を予定しており、今回は７回目になります。

１．概 要

〇講 師 ：小野 道子 氏（東洋大学福祉社会デザイン学部社会福祉学科 准教授）

２.日 時

４．講 師

08

〇鳥羽商工会議所３階 かもめホール

３.場 所
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〇令和８年２月１８日（水） ※離島校は令和８年２月２５日（水）に実施します。
４限目 ： １１時３０分～１２時１５分 食育授業（５年生）
 給 食 ： １２時１５分～１２時５５分 ふるさと給食

令和７年度 第２回「鳥羽が好きふるさと給食」

〇「鳥羽が好きふるさと給食」とは、２学期、３学期の年２回、地元でとれる新鮮な旬の食材を給食のメニューに取り入れ、食を通して「自然豊かな鳥羽」
を再認識する事業です。また、食育を通して生産者の思いを学ぶ取り組みであり、鳥羽を愛する心（郷土愛）を育むことを目的としています。
今回の鳥羽の食材は、伊勢海老、ハンサムグリーンレタスです。当日は、ゲストティーチャーをお招きし、食育の授業を行う予定です。

１．概 要

〇授業内容 ： 鳥羽の海について（伊勢海老） 食育：大山 有美 栄養教諭 ゲストティーチャー：調整中
〇給食献立 ： てりやきチキンドッグ（コッペパン、てりやきチキン、ハンサムグリーンレタス）、牛乳、伊勢海老のクリームスープ

２.日 時

４．その他

０9

〇中央共同調理場管轄（鳥羽小学校・安楽島小学校・加茂小学校・弘道小学
校鳥羽東中学校・加茂中学校・かもめ幼稚園）

〇取材対応 ： 安楽島小学校
※取材を行う際には、学校教育課へ取材人数等、連絡をお願いします。

３.場 所（2/18実施）
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〇令和８年２月２４日（火）
１３時３０分～１７時頃まで

全国海女サミット2026の開催

〇今年度の全国海女サミットは、下記のとおり、開催いたします。近年、海女を取り巻く環境は、藻場や水産資源の減少、後継者不足などにより厳しい状
 況が続いている一方、昨年の黒潮大蛇行の終息など、明るい兆しも見られます。本サミットでは、全国各地の海女が当地域に集まり、海女漁の現状や
課題について意見交換を行うとともに、情報共有と連携を図ることを目的とします。なお、今回で全国海女サミットは１５回目の開催となります。

１．概 要

〇①講演：「海女を取り巻く状況について」  講師：松田 浩一 氏 （三重大学大学院生物資源学研究科 教授）
②情報提供：「海女さんが健康で操業するために」～フレイルって知っていますか？～

   ③グループトーク：「海女さん大いに語る」

２.日 時

４．その他
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〇鳥羽シーサイドホテル （８階黒潮）

３.場 所
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〇令和８年２月１４日（土）13時30分〜16時00分

第２回 伊勢志摩にある海洋・水産機関による研究成果発表会の開催

〇伊勢志摩にある海洋・水産機関が、海に関する研究成果を一般の方向けに分かりやすく紹介する発表会が開催します。
   学生の方から大人の方まで幅広くお楽しみいただける内容となっています。
   伊勢志摩海洋教育研究アライアンスとは、三重大学が中心となり、教育・研究を通じた地域水産業の発展をさらに推進していくための“地域連携プ   
ラットフォーム”の構築を目的として、伊勢志摩地域に立地する水産海洋系教育研究機関が連携し、令和4年10月1日に設立しました。

１．概 要

〇参加機関:
三重大学大学院生物資源学研究科、鳥羽市、鳥羽商船高等専門学校、鳥羽水族館、三重県水産研究所、水産研究・教育機構 水産技術研究所、
名古屋大学大学院理学研究科附属臨海実験所、ミキモトグループ（株式会社ミキモト、株式会社御木本真珠島、御木本製薬株式会社）

２.日 時

４．その他
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〇鳥羽商工会議所「かもめホール」

３.場 所
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〇令和８年４月１日（水）より４隻体制のダイヤにて運航

鳥羽市営定期船の減船によるダイヤ改正

〇鳥羽市営定期船は１隻あたり船長、機関長、甲板員の３名体制で、全５隻（予備船1隻）での離島運航をしておりますが、近年、全国的な課題となってい
ます船員不足の影響により、鳥羽市営定期船についても５隻体制を維持することが困難な状況となりました。

１．概 要

〇【各航路の主な変更】（別添２：改正ダイヤ）

２.実施日

４．内 容

12

〇鳥羽市営定期船 全航路

３.対象航路
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